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概要：2022 年度より高等学校では「情報Ⅰ」が設けられ，「データの活用」や「情報デザイン」の分野が充実して
きた．本研究では，「情報デザイン」の単元において，統計ポスターを題材とした「データの活用」による問題解決を
繰り返す形の「データの活用」と「情報デザイン」を連携させた授業の提案を行う．提案する授業は，まず「データ

の活用」の内容を学習後，1 回目の統計ポスターを作成し，次に，「情報デザイン」の内容を学習後，2回目の統計ポ
スターを作成する展開である．2回目の統計ポスターの作成においては，「データの活用」で学んだ知識や技能に加え
て「情報デザイン」で学んだ知識や技能を適用できる．授業実践において，2 回作成した統計ポスターを比較した結

果や生徒の意識調査結果を用いて分析した．結果，「データ活用」によって培われる思考力や表現力がより高まるこ
と，「情報デザイン」を意識して学習効果が高まったことが示唆された． 
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Proposal of Information Design Classes in conjunction with 

Data Utilization in the High School Subject "Informatics I" 

HIROKI HAYASHI†1 HIROYOSHI WATANABE†2 

Abstract: In 2022, "Informatics I" has been established in high schools, and the fields of "Data Utilization" and "Information 

Design" have been enriched. In this study, we propose the "Information Design" classes conjunction with "Data Utilization". The 

key idea is a repeat of problem solving activities with statistical graphics in the "Information Design" unit. The proposed classes 

consist of two parts. First, students learn the knowledge and skills on "Data Utilization", then create 1st statistical graphics. Second, 

students learn knowledge and skills on “Information Design”, then create 2nd statistical graphics. In the creation of 2nd statistical 

graphics, students can apply the knowledge and skills learned in "Information Design" in addition to those learned in "Data 

Utilization". We compared the 1st and 2nd statistical graphics and analyzed a survey on students' attitudes. The results demonstrated 

that students’ thinking and expression ability related to “Data Utilization” were enhanced, and suggested that the creation activities 

for the same target before and after learning "Information Design" contributed to students’ awareness of "Information Design". 
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1. はじめに

2022 年度より高等学校における情報科では，従来の科目

であった「社会と情報」及び「情報の科学」の 2 科目から

の選択必履修から，すべての高校生が履修する科目として

「情報Ⅰ」が設けられることになった[1]．「情報Ⅰ」では，

基本的な情報技術と情報を扱う方法を学習することに加え，

コンテンツの制作・発信の基礎となる情報デザインを扱う．

また，データの活用等のデータサイエンスに関する内容が

大幅に充実したことも特徴的である．このような変化によ

って，高等学校の教育現場では「情報Ⅰ」に関する授業実

践が多く行われるようになった[2]-[7]．  

教科「情報」において「問題解決」は重要なキーワード

であり，コンピュータを用いて問題解決のプロセスを実践

することが求められている．高等学校情報科「情報Ⅰ」教

員研修用教材[8]による問題解決の流れとして「問題の発見
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→問題の定義・情報の収集と分析→解決方法の探索・計画

の立案→結果の予測・計画の実行→振り返り→次の問題解

決へ」が示されているが，このようなプロセスを「情報Ⅰ」

で行うカリキュラムを展開している授業実践は少ない．そ

れぞれの分野を連携させた取組として，問題解決と情報デ

ザイン[6]，問題解決とデータの活用[7]の内容を連携させた

授業実践が見受けられる．このように，問題解決を軸とし

て，各分野の内容を連携させる取組によって体系的な「情

報Ⅰ」の授業が展開できると考えられる． 

そこで，本研究は問題解決を軸として「データの活用」

と連携した「情報デザイン」授業を提案し，授業実践によ

り効果を検証することを目的とする．具体的には，「データ

の活用」の単元において統計ポスターを題材とした PPDAC

の枠組みによる問題解決を行い，「情報デザイン」の単元に

おいて再び統計ポスターを題材として同様なデータ活用に

よる問題解決を行う．これによって，データ活用による問
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題解決を繰り返すことでデータ活用によって培われる思考

力や表現力がより高まることが期待される．また，情報デ

ザインを学ぶ前に一度体験した統計ポスターに情報デザイ

ンに関する知識や表現力を適用することで，情報デザイン

を意識しやすくなり，学習効果が高まることが期待される． 

  

2. データの活用と情報デザインの連携 

2.1 提案する授業 

本研究は「情報Ⅰ」（2 単位）の授業において，統計ポス

ターを題材に「データの活用」と「情報デザイン」の分野

を連携させた授業を提案する．まず，「データの活用」の授

業における成果物として，統計ポスターの作成を行う．す

なわち「データの活用」の内容を指導した後に，夏季休業

中の課題として統計ポスターを作成させる．次に，「コミュ

ニケーションと情報デザイン」の内容を指導した後に，再

び統計ポスターを作成させる[9]．本研究では，「データの活

用」の授業の成果物である統計ポスターをポスターA，「情

報デザイン」の授業の成果物である統計ポスターをポスタ

ーB と呼ぶ． 

このような授業を行うことで，「データの活用」と「情報

デザイン」の学習の双方にとって利点があると考えられる．

「データの活用」に関しては，データ活用による問題解決

の機会が増えるため，データの活用に関する知識がより定

着することやデータ活用と問題解決のための思考力や表現

力がより高まることが期待される．一方で，「情報デザイン」

に関しては，同じ統計ポスターという題材について，情報

デザインを学ぶ前と学んだ後で作成する機会があるため，

2 度目の作成においては情報デザインの知識や考え方を意

識しやすいと考えられる．それにより，情報デザインの知

識や考え方の習得に寄与するのではないかと考えられる． 

 

2.2 年間指導計画 

2022 年度「情報Ⅰ」の年間計画を表 1 に示す．4 月～7 月

は，「情報社会の問題解決」，「データの活用」の内容を指導

し，夏季休業中の課題としてポスターA を完成させた[10]．

9 月～12 月は，「コンピュータとプログラミング」，「情報通

信ネットワーク」の内容を指導した．1 月～3 月は，「コミ

ュニケーションと情報デザイン」の内容を指導し，ポスタ

ーB を作成させた． 

このように，教科書の掲載順とは異なり，「データの活用」

を早期に扱っている点に特徴がある．この理由の 1 つは，

生徒の学習意欲を高める工夫として，「データの活用」の成

果物として作成する統計ポスターを統計グラフコンクール

に応募するために，応募締切までに統計ポスターを完成さ

せるためである．それに加えて，「データの活用」を「情報

デザイン」の前に扱うことで，本研究で提案する「データ

の活用」と「情報デザイン」を連携した授業が可能になる． 

表 1 「情報Ⅰ」の年間計画 
時期 授業内容 

4 月～7 月 
(1)情報社会の問題解決 

(4)データの活用 

8 月 統計ポスターの作成（ポスターA） 

9 月～12 月 
(3)コンピュータとプログラム 

(4)情報通信ネットワーク 

1 月～3 月 
(2)コミュニケーションと情報デザイン 

統計ポスターの作成（ポスターB） 

 

2.3 「データの活用」の授業内容 

「データの活用」では，データに関する基礎的な知識や

データの収集，整理・整形，分析に関する技能を身に付け

ることを目標として授業を行った．授業内容を表 2 に示す．

授業内容の特徴は，円滑に授業内容を習得できるように

PPDAC サイクルの段階的な指導，動画教材を用いた指導の

2 点を工夫した[10]．統計ポスターの作成に関しては，デー

タを用いて，生徒の興味関心に応じた問題の発見，課題・

仮説の設定，データ収集，分析，結論を表現することを期

待した．なお，ポスターA は個人もしくは 2 人以上のグル

ープで作成することを選択させた． 

 

表 2 「データの活用」の授業内容 

回数 授業内容 

第 1 回 情報と情報社会，問題解決の考え方 

第 2 回 
文書作成，表計算，発表ソフト 

表計算の技能習得 

第 3 回 
グラフの描画方法 

統計量の理解，度数分布表 

第 4 回 
ヒストグラム，箱ひげ図 

分散，標準偏差，尺度水準 

第 5 回 単回帰分析，相関係数 

第 6 回 
動画教材アの視聴 

e-Stat，気象庁のデータ収集 

第 7 回 家計調査と気温との相関分析演習① 

第 8 回 家計調査と気温との相関分析演習② 

第 9 回 家計調査と気温との相関分析演習③ 

第 10 回 外部講師による統計ポスター講座① 

第 11 回 

PPDAC サイクルの理解 

ポスター構成に関する講義 

ポスターA 演習① 

第 12 回 動画教材イの視聴，標準化に関する指導 

第 13 回 標準化したデータを分析する演習① 

第 14 回 標準化したデータを分析する演習② 

第 15 回 標準化したデータを分析する演習③ 

第 16 回 外部講師による統計ポスター講座② 

第 17 回 ポスターA 演習② 

第 18 回 ポスターA 演習③ 

第 19 回 ポスターA 演習④ 
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表 3 「情報デザイン」の授業内容 

回数 授業内容 

第 1 回 

ポスターA の振り返り 

「データの活用」の意識調査 

「情報デザイン」の理解 

第 2 回 ピクトグラムやシグニファイア等の理解 

第 3 回 ピクトグラム作成演習 

第 4 回 
創造力育成するための講座① 

（外部講師による動画教材） 

第 5 回 
創造力育成するための講座② 

（外部講師による動画教材） 

第 6 回 
企業から学ぶデザイン思考 

（外部講師による対面授業，動画講義） 

第 7 回 
統計ポスターの優秀作品に関するディス

カッション 

第 8 回 ポスターB 演習① 

第 9 回 ポスターB 演習② 

 

2.4 「情報デザイン」の授業内容 

「情報デザイン」では，情報を整理したり，目的や意図

をもった情報を受け手に対して分かりやすく伝達するため

のデザインの基礎知識や表現方法を理解し表現する技能を

身に付けることを目標として授業を行った．授業内容を表

3 に示す．授業内容としては，情報デザインに関する理解，

ピクトグラムやシグニファイア等の理解，発展的な内容と

して，大学で実施している創造力育成に関する講座や企業

のデザイン部門の専門家の講義を実施した[9]．これらの講

義によって，統計ポスターを見る人の背景を読み解き，見

る人を主体とした全体の構成やデータの可視化を取り入れ

たポスターの完成を期待した． 

ポスターB の作成は個人で行うこととした．ポスター

B を作成する前に，まず，ポスターA の振り返りを行っ

た．その振り返りを踏まえて，ポスターB を作成する上

で，ポスターA と同じテーマに対して，「情報デザイン」

で培った知識・技能を用いてポスターB を作成するか，

ポスターA とは異なるテーマのポスターB を作成するか

を各自選択させた．なお，ポスターA と同じテーマとし

た場合，新たなデータ収集，分析，考察を加えてもよい

こととした． 

 

3. 実践結果 

3.1 実践の概要 

本研究は H 県内の私立高等学校で実践した．授業実践は

共通必履修科目「情報Ⅰ」（2 単位）で行った．実践の対象

生徒は 2022 年度 1 年次生徒における高校入学した 4 クラ

ス 185 名であり，第一著者が指導した．本研究では，成果

物としてポスターAが65点（6名の個人と59のグループ），

ポスターB が 179 点（すべて個人）を対象に分析を行った． 

 

3.2 「データの活用」に関する統計ポスターの比較評価 

ポスターAとポスターBを 2つの観点によって比較した．

ただし，ポスターA は個人もしくはグループでの作成，ポ

スターB は個人での作成であるため，厳密な個人の変化を

評価することは難しい．本研究では，ポスターA を個人で

作成した生徒と，ポスターA のグループリーダーの生徒を

対象として，ポスターA とポスターB を比較評価した．評

価対象のポスターは 65 点となった． 

                   

図 1 ポスターA の事例 1      図 2 ポスターB の事例 1 
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 図 3 ポスターA の事例 2         図 4 ポスターB の事例 2 

 

 

比較評価においては，「データの活用」に関する次の 2 つ

の観点を設定した． 

 

3.2.1 観点 1 論理的にデータを活用する思考力 

論理的にデータを活用する思考力が向上していること

を調査するために，次の観点 1 を設定した． 

観点 1 ポスターA に比べ，ポスターB は問題解決に向

けて，より論理的につながりのあるデータ活用

ができている． 

以下に，観点 1 を満たすと判断した具体的な例を示す． 

 

(1) ポスターA とポスターB が同じテーマである例 

ポスターA（図 1）では，課題に対して，数学の正答率と

6 つの要素とのそれぞれの散布図によって表現している．

それに対して，ポスターB（図 2）では，課題に対して，ポ

スターA でのデータから取捨選択し，課題に対する根拠を

データで示し，数学の平均正答率と趣味・娯楽時間の関係

を散布図で表現し，相関係数からある特定の趣味・娯楽の

要素と比較するというストーリーが読み取れる内容となっ

ているため，観点 1 を満たしていると判断した． 

 

(2) ポスターA とポスターB が異なるテーマである例 

ポスターA（図 3）では，課題に対して，観客数のデータ

と 4 つのデータとの関係を可視化し並べている．それに対

して，ポスターB（図 4）では，課題に対して，データを用

いて課題となる要因を示し，日本以外の先進国のデータか

らニート率に着目することを決定し，相関を活用し，課題

解決につながる解決策を示唆しているため，観点 1 を満た

していると判断した． 

 

3.2.2 観点 2 複数のデータを根拠とした表現力 

複数のデータを根拠とした表現力が向上していること

を調査するために，次の観点 2 を設定した． 

観点 2 ポスターA に比べ，ポスターB は課題に対して

複数のデータの可視化や根拠をもって表現さ

れている． 

以下に，観点 2 を満たすと判断した具体的な例を示す． 

 

(1) ポスターA とポスターB が同じテーマである例 

ポスターA（図 5）では，課題に対して，衣服の価格推移

や供給量の推移データ，衣服の消化率と廃棄率のデータ，

衣服の流通に関するデータの 3 点を可視化して表現してい

る．それに対して，ポスターB（図 6）では，課題に対して，

ポスターA に加えてアパレルの市場規模のデータを加えて

おり，観点 2 を満たしていると判断した． 

 

(2) ポスターA とポスターB が異なるテーマである例 

ポスターA（図 7）では，課題に対して，2 つの同じ種類

のデータを円グラフによって可視化し，円グラフから読み

取れることを表現している．それに対して，ポスターB（図

8）では，課題に対して，4 つの異なるデータを円グラフと

棒グラフ・折れ線グラフの組合せによって可視化し，複数

の根拠を示しており，観点 2 を満たしていると判断した． 
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図 5 ポスターA の事例 3    図 6 ポスターB の事例 3 

 

                  

  図 7 ポスターA の事例 4    図 8 ポスターB の事例 4 

 

3.2.3 比較の結果 

比較評価した結果について，観点 1 を満たしている，観

点 2 を満たしている，観点 1・観点 2 のいずれかを満たし

ていると判断した統計ポスターの割合を表 5 に示す． 

 表 5 から，全体としては，約 51％の生徒が問題解決に向

けて論理的につながりのあるデータ活用ができていたり，

複数のデータを根拠とした表現がなされた統計ポスターを 

 

 

表 5 ポスター比較の結果 

 
同じ 
テーマ 
n=25 

異なる 
テーマ 
n=40 

全体 
 

n=65 

観点 1 を満たしている 24％ 35％ 31％ 

観点 2 を満たしている 40％ 38％ 38％ 

観点 1・観点 2 のいず
れかを満たしている 

52％ 50％ 51％ 
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作成した．同じテーマと異なるテーマにおける比較では，

観点 1 において同じテーマを選択した生徒より異なるテー

マを選択した生徒の方が割合が高いと見受けられるが，こ

の要因は今後検討したい．観点 2 においては，割合に差が

あるとまで言えないが，同じテーマの方が既存のデータに

新たにデータを加えるため，異なるテーマでポスターを作

成する場合と比べると，若干時間的な制約を受けずに達成

することができると考えられる． 

 

3.3 生徒の意識調査 

生徒の意識調査は，「データの活用」と「情報デザイン」

について工夫した点について，「情報デザイン」の学習終了

後の 2023 年 2 月（以下事後調査）に実施した．  

「データの活用」に関しては，「『データの活用』の内容

として， 3 学期に実施した統計ポスターにおいて，  前回

（8 月）に比べて工夫した点を記入してください」という

質問項目に対して，記述式で回答させた．162 名の回答者

に対して，無回答が 1 名であり，161 名の有効回答であっ

た．第一著者が個々の生徒の自由記述の文章を読み，表 6

の記述内容に該当すると判断した数をそれぞれカウントし

て，全体に対する回答割合を求めた．その結果を表 6 に示

す．一人の生徒の記述が複数の記述内容に該当する場合は，

該当する記述内容すべてカウントした．例えば，「8 月のと

きは作ったグラフの関連性があまりなく考察が曖昧になっ

ていたが、今回のポスターではどの情報が必要なのかを考

え、取捨選択をし考察を書けた点」の回答は，「必要なデー

タを取捨選択した」と「重点的に考察を行った」にカウン

トした． 

 

表 6 「データの活用」の内容として工夫した点 

PPDAC の 

フェーズ 
記述内容 

割合 

n=161 

D 必要なデータを取捨選択した 21％ 

D データ収集を重点的に行った 14％ 

A データの可視化を工夫した 35％ 

A 多角的にデータをみた 8％ 

A データの比較を行った 7% 

C 重点的に考察を行った 18％ 

 

「情報デザイン」に関して，「『情報デザイン』の内容と

して， 3 学期に実施した統計ポスターにおいて，前回（8

月）に比べて工夫した点を記入してください」という質問

項目に対する記述回答をまとめた．162 名の回答者に対し

て，162 名の有効回答であった．第一著者が個々の生徒の

自由記述の文章を読み，表 7 の記述内容に該当すると判断

した数をそれぞれカウントして，全体に対する回答割合を

求めた．例えば，「8 月のポスターは集めた情報を並べるだ

けのポスターを作っていたが、3 学期では聞き手を見据え

て一目で伝わるデザインの色や配置を考えた」の回答は，

「色に関する工夫」と「構成に関する工夫」にカウントし

た． 

 

表 7 「情報デザイン」の内容として工夫した点 

記述内容 割合 n=162 

色に関する工夫 55％ 

構成に関する工夫 35％ 

文字やデータ等の情報を減らすことで

伝えやすくする工夫 
13％ 

グラフのスタイルや形状に関する工夫 10％ 

 

表 6 から，「データの活用」について，PPDAC の D，A，

C に関して，統計ポスターを深化させる思考や判断を行っ

たことがわかる．表 7 から，「情報デザイン」について，色

に関する工夫の割合が最も多く，加えて，構成に関する工

夫や情報を減らす工夫を行うなどの情報デザインに関して

より深い思考や判断を行い，統計ポスターを作成したこと

がわかる．  

 

4. 考察 

ポスターA とポスターB の比較（表 5）によって，本研究

で比較評価した 65 個のポスターのうち，約 51％の生徒の

論理的にデータを活用する思考力や複数のデータを根拠と

した表現力が高まったと判断できた．生徒の意識調査（表

6）からも，「データの活用」においては PPDAC のフェー

ズに照らし合わせて分析すると，意識的に D，A，C に対す

る工夫を行っており，思考力，判断力，表現力が高まって

いると判断できる記述回答が見受けられた．これらのこと

から，提案した授業が「データの活用」に関する思考力や

表現力をより高めることが示された． 

「情報デザイン」においては，生徒の意識調査（表 7）か

ら，「情報デザイン」を学ぶ前に作成した統計ポスターに対

して，色に関する工夫に加えて，構成に関する工夫や情報

を減らすことで伝えやすくする工夫を行うなど，情報デザ

インを意識した工夫が見られた．また，生徒のポスターを

評価した第一著者の主観として，ポスターB はポスターA

に比べて，ある程度の工夫がされており，見る人を主体と

して構成したり，データを可視化していると判断できるポ

スターが少なからず見受けられた．これらのことから，同

じ題材に対して「情報デザイン」の学習前後で作品制作を

行うことで，情報デザインを意識しやすく，学習効果が高

まる可能性があると判断した．ただし，本実践からはその

ことを明確に示すデータは得られていない．今後，同じ統

計ポスターという題材を「情報デザイン」の学習前後で取

り扱うことの効果を検証したい．また，情報デザインの学

習効果がどの程度高まったのか定量的に評価したり，受け
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手となるターゲットに伝わるデザインの工夫がなされてい

るのかどうか，ポスターの構成力やデータの可視化力が高

まったのかどうか検討していきたい． 

 

5. おわりに 

本研究では「データの活用」と連携した「情報デザイン」

授業を提案し，授業実践により効果を検証した．「データの

活用」の単元において作成した統計ポスターと，「情報デザ

イン」の単元において再び統計ポスターを作成することで，

統計ポスターの比較と生徒の意識調査によって評価した．

結果，データ活用による問題解決を繰り返したことで，「デ

ータ活用」に関する思考力・判断力・表現力がより高まっ

たことを示すポスターの違いや生徒意識が見られた．また，

一度体験した統計ポスターに情報デザインに関する知識や

表現力を適用したことで，ある程度の情報デザインを意識

した工夫が見られ，学習効果が高まる可能性が示唆された． 

今後の課題として，ルーブリックを用いて統計ポスター

を評価することで授業実践の効果をより詳細に検証するこ

と，提案した授業において「情報デザイン」の観点での効

果や，生徒がどのような力を身に付けることができるのか

について検討したい． 
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